
今
、
ふ
れ
あ
い
の
村
で
は
・
・
・

　

暑
い
で
す
ね
。
今
年
の
夏
は
例
年
よ
り
も
暑
い
な
ん
て
言
わ
れ
て
ま
す
が
、
毎
年
も
う
無

理
と
い
う
ほ
ど
暑
い
の
で
理
解
不
能
に
な
り
ま
す
。
◆
あ
る
日
夕
方
の
村
内
を
歩
い
て
い
る
と
、

ク
ヌ
ギ
の
木
に
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
周
辺
を
探
す
と
オ
ス
五
匹
、
メ
ス
一

匹
と
大
収
穫
で
し
た
。
一
気
に
こ
れ
ほ
ど
獲
れ
た
の
は
初
め
て
で
す
。
こ
れ
も
暑
さ
の
影
響

で
し
ょ
う
か
。
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
は
大
顎
の
形
が
様
々
で
す
。
写
真
の
個
体
の
形
は
両
歯
型

な
ど
と
呼
ば
れ
ま
す
。
◆
枯
れ
木
に
張
り
付
い
て
せ
っ
せ
と
な
に
か
を
し
て
い
る
ハ
チ
が
い
ま
し

た
。
ミ
カ
ド
ジ
ガ
バ
チ
で
す
。
ジ
ガ
バ
チ
の
仲
間
は
ガ
な
ど
の
幼
虫
に
毒
針
を
刺
し
て
神
経
を

麻
痺
さ
せ
動
け
な
く
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
獲
物
を
巣
穴
に
運
び
、
獲
物
に
卵
を
産
ん
で
巣

穴
に
蓋
を
し
ま
す
。
写
真
撮
影
時
は
し
ば
ら
く
観
察
を
し
て
い
る
と
、
巣
穴
に
蓋
を
し
て
飛

び
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
蓋
を
し
た
ら
親
は
も
う
戻
ら
ず
、
卵
か
ら
孵
化
し
た
幼
虫
は
獲
物

を
食
べ
て
成
長
し
ま
す
。
珍
し
い
場
面
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

ひ
ま
わ
り

　

キ
ク
科
の
一
年
草
で
す
が
、
学
名
・
英
名
と
も
「
太
陽
の
花
」
と
い
う

意
味
を
も
ち
、
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
モ
ネ
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の

芸
術
家
の
心
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。

　

原
産
地
は
北
ア
メ
リ
カ
。
紀
元
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
食
用
作
物

と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
日
本
に
は
十
七
世
紀
に
伝
来

し
ま
し
た
。

　

ひ
ま
わ
り
の
中
心
に
あ
る
黒
っ
ぽ
い
部
分
は
一
つ
一
つ
が 

「
筒
状
花
」

と
い
っ
て
独
立
し
た
花
で
そ
れ
ぞ
れ
に
雄
し
べ
を
も
ち
、
こ
こ
に
種
が
で

き
ま
す
。
種
は
一
個
当
た
り
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
一
輪
あ
た
り
五

百
～
三
千
個
程
の
種
を
つ
け
ま
す
。
種
は
食
用
に
な
り
、
種
か
ら
と
っ
た

油
は
石
け
ん
や
塗
料
の
原
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
茎
や
葉
は
家
畜
の
飼

料
と
な
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ひ
ま
わ
り
の
花
言
葉
は
「
わ
た
し
は
あ
な
た
だ
け
を
見
つ
め
る
」

「
憧
れ
」
で
す
。
太
陽
を
追
う
よ
う
に
咲
く
「
向
日
性
」
で
あ
る
こ
と
が
由

来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

マメガキ クリ

ノコギリクワガタ ヤマユリ

ミカドジガバチ クズ

＜赤ちゃんからお年寄りまで、 みんなが先生です！＞ クチナシ

　８  月　自然のたより
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　ニイニイゼミ、 ヒグラシが鳴き始め、 もうセミの時期

かと思っていると、 すぐにアブラゼミやミンミンゼミが

鳴き始め、 同じく抜け殻の種類も増えてくると、 時間

や季節の移り変わりをあっという間に感じます。 そう感

じながら村内を歩いていると、 ニイニイゼミを発見しま

した。 ニイニイゼミは体色や翅の模様から、 なかなか

見つけにくいかくれんぼ上手なセミです。 その反面、

抜け殻はわりと木の根元付近にあるので見つけやす

く、 他のセミとは違い泥をかぶっているのでわかりやす

いです。 短命と思われがちなセミですが、 １ ヶ月くら

い生きることができるって知っていましたか？実はそこ

まで短命ではないのです。◆少し前まではまだまだ幼

く、 体も茶色だったカマキリが大きくなってきました。体

色はもう緑です。 脱ぎ捨てた皮も見つけることができま

した。 ２回目の脱皮で緑か茶色か決まると言われて

います。 これは、 オオカマキリでは周囲の環境ではな

く遺伝的に決まっている可能性が高いそうです。◆背

が高く、 白い花をたくさん咲かせている植物を見つけ

ました。 葉がハート型で、 葉や茎を傷つけると有毒な

オレンジ色の乳液を出すことが特徴のタケニグサです。

乳液は触れると皮膚がかぶれる恐れがあります。 ほ

かの植物が生育していない場所で育つことができ、 植

物の生育環境を作るパイオニアプランツの性質もある

ようです。

※今後、変更等がある可能性がありますので『足柄ふれあいの村』のホームページを随時ご確認ください。

タマアジサイ

ニイニイゼミ

キアシナガバチ

カマキリの幼体と抜け殻

ヒグラシ抜け殻

アブラゼミ抜け殻

七
十
二
候
　

　
涼
風
至
る

す
ず
か
ぜ
い
た
　

 

八
月
七
日
～
十
一
日

★フィールドワーク★ 野外を探検・調査・観察することを
フィールドワークといいます。

【イベントのご紹介】

 

※お問合せは、足柄ふれあいの村へ電話（0465-72-2010）されるか、
   『足柄ふれあいの村』のホームページにアクセスしてください。

　障がいのあるお子様とその家族が自然とふれあい、心も体もリフレッ

シュできるキャンプです。収穫体験や野外炊事、夜の森遊びなど、家族

で素敵な時間を過ごしましょう。

実  施  日）１０月２１日 (土)～１０月２２日(日)　【１泊２日】　
会　　場）足柄ふれあいの村　　
対　　　象） 障がいのある児童・生徒とその家族　　　　
定　　員）　３０人　　
参  加  費） 中学生以上６,４００円　/  ３歳以上～小学生４,２００円
申込期間）  ８月５日 (土) ～９月１５日 (金)

「バリアフリーキャンプ」のご案内

　

昼
間
は
真
夏
と
い
う
こ
と
ば
が
ぴ
っ

た
り
だ
け
れ
ど
、
立
秋
を
迎
え
て
朝
夕

の
風
の
中
に
空
と
雲
の
織
り
な
す
景
色

に
秋
の
気
配
を
感
じ
る
頃
で
す
。

「
秋
来
ぬ
と

　

目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ぬ
ど
も

　
　

風
の
音
に
ぞ
お
ど
ろ
こ
れ
ぬ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
今
和
歌
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
敏
行

ニイニイゼミ抜け殻

アカタテハ

タケニグサ
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★来月のファミリーコミュニケーションの日 ：９月３日（日）

※８月は事前申込制です。定員を超えた場合は抽選となります。
※ﾌｧﾐﾘｰｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ運動の一環として、毎月、第一日曜日に開催中です。
※申込み・問合せは HP または電話などでお気軽にどうぞ。

10:00～ 12:00 《自然観察会》　トンボ・バッタ・カマキリ。秋の虫さがし(参加費無料）

13:00～ 15:00《チョーク絵講座》花や果物・野菜を描こう（材料費 300 円）


